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病める人中心の医療　病める人の権利を尊重

し、プライバシーを遵守して、思いやりのある医

療の実践に努めます。

安全で高度な医療の提供　病める人の安全を

確保し､いつでも受療できる体制を整え､心のこ

もった質の高い専門的医療の提供に努めます。

医療機関との連携　地域医療機関との連携を

緊密にし、生涯にわたる一貫性のある医療の提

供に努めます。

医療人としての研鑚　私たちは医療人として、

医療技術の向上に日々努め、節度ある態度を

もって病める人に対処できるように自己研鑽に

努めます。
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天
神
会

①自動精算機に診察カードを挿入するか、
番号札のバーコード部分をかざします。

②請求金額が画面に表示されま
す。金額をお確かめの上、お金
を入金口にセットしてください。

③お金を入れると入金
額が表示されます。　
金額をお確かめの上、
よろしければ確認ボタ
ンを押してください。

④領収書が発行されま
したら領収書をお取り
下さい。
　診察カードもお忘れな
くお取りください。

　

医
療
法
人「
天
神
会
」で
は
、
患
者

さ
ん
の
会
計
待
ち
時
間
の
短
縮
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
新
古
賀

病
院
と
古
賀
病
院
21
に
医
療
費
の
自

動
精
算
機
各
２
台
を
導
入
し
ま
し
た
。ご
利

用
方
法
は
左
図
の
通
り
で
す
。退
院
時
の
医

療
費
精
算
も
出
来
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
自

動
精
算
機
の
案
内
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

新古賀病院   医療費の自動精算機導入   古賀病院 21

待
ち
時
間
短
縮
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

　

平
成
18
年
６
月
に
医
療
法
人
「
天
神
会
」

の
理
事
長
に
就
任
し
て
以
来
、
常
に
「
天
神

会
」
の
理
念
で
あ
る
「
人
々
の
豊
か
な
生
涯

を
支
援
す
る
医
療
」
を
念
頭
に
、
地
域
に
根

ざ
し
た
患
者
さ
ん
中
心
の
病
院

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。新
古
賀
病
院
は
今
年
３
月
、

財
団
法
人
・
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
か
ら
「
病
院
機
能
評
価

Ｖ
ｅ
ｒ
．５
・
０
」

の
更
新
認
定
を
い

た
だ
き
ま
し
た

が
、
計
５
３
２
に

も
及
ぶ
評
価
項
目

の
す
べ
て
を
ク
リ

ア
し
た
だ
け
で
な

く
、「
地
域
医
療
の

中
核
的
病
院
と
し

て
救
急
を
病
院
運

営
の
柱
と
位
置
付

け
、
救
急
を
断
ら

な
い
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
」
と

い
う
評
価
ま
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、
厚
生
労
働
省
指
定
の

臨
床
研
修
病
院
と
し
て
医
師
育

成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
で
は
、
強
度
変
調
放
射
線
治

療
機
ト
モ
テ
ラ
ピ
ー
を
導
入
し
た
放
射
線

治
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
で
、が
ん
の
検
査
・

診
断
か
ら
治
療
に
至
る
全
国
で
も
最
先
端

の
一
貫
医
療
体
制
を
整
え
ま
し
た
が
、Ｐ
Ｅ

Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
の
健
診
で
は
皆
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
消
化
管
の
コ
ー

ス
も
新
設
し
ま
し
た
。地
域
の
病
院
や
新
古

賀
病
院
と
連
携
し
た
心
疾
患
の
回
復
期
入

院
型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組

み
、小
児
整
形
外
科
外
来
も
始
め
ま
し
た
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
１
階
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
の
男

女
別
専
用
フ
ロ
ア

が
好
評
で
、
女
性

や
若
い
年
齢
層
の

受
診
者
が
増
え
て

い
ま
す
。男
性
フ

ロ
ア
を
充
実
す
る

た
め
今
年
６
月
に

は
男
性
受
付
や
待

合
フ
ロ
ア
を
新
装

し
、
女
性
専
用
フ

ロ
ア
の
２
階
に
は

新
古
賀
病
院
か
ら
「
婦
人
科
」
を
移
設
し
て

女
性
専
用
外
科
外
来
（
乳
腺
・
肛
門
）
と
一

体
と
な
っ
た
「
女
性
専
用
エ
リ
ア
」
を
整
備

い
た
し
ま
し
た
。同
じ
２
階
に
は
要
介
護
・

要
支
援
者
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
も

新
設
し
、
３
階
の
化
学
療
法
室
も
天
神
会
グ

ル
ー
プ
の
化
学
療
法
治
療
の
拠
点
と
し
て

拡
充
し
た
ほ
か
、８
階
に
は
人
間
ド
ッ
ク
を

地域の期待に応える病院に

終
え
た
皆
様
が
お
食
事
を
し
て
い
た
だ
く

「
Ｓ
ｋ
ｙ　

Ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
８
」
も
設
け
ま

し
た
。一
連
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
「
癒
し
」

「
快
適
」「
清
潔
」「
ゆ
と
り
」
が
コ
ン
セ
プ
ト

で
す
。多
く
の
受
診
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
う
え
、ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
が
っ
て
相
乗
効
果
を
生

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
お
応
え
す
る
病
院
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天神会では５月からスタッフ
全員の職員証を更新しました。

コガ　 ノブヒコ

理事長

古賀　 伸彦
上記の者は当法人の職員であることを証明する。
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ロイヤルパーク
  アルカディア
ロイヤルパーク
  アルカディア

ローソン

西鉄ストア西鉄ストア

西鉄
大牟
田線

西鉄
大牟
田線

西鉄甘木
線

西鉄甘木
線

至 小郡至 小郡

新古賀病院

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
古
賀
病
院

シャトルバス
のりば

シャトルバス
のりば

筑邦銀行本店
久留米
学園高校

天神町信号

東和町信号

宮の陣駅宮の陣駅
西鉄久留米駅西鉄久留米駅

西鉄ストア

ＪＡくるめ

野村歯科野村歯科

宮ノ陣東
信号

至 宮ノ陣橋至 宮ノ陣橋

宮の陣駅の改札口を
出て、正面の道路
を左折し約 80m

シャトルバス
のりば

シャトルバス
のりば

宮
の
陣
駅

西鉄甘木線西鉄甘木線

改札

筑後川

※宮の陣駅を経由する
　場合の運行路線です

※道路の混雑状況に
よっては、路線を変更
する場合があります

分
発
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
平
日
の

古
賀
病
院
21
発
も
、
午
後
６
時
35
分
発

と
午
後
７
時
５
分
発
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
西
鉄
宮

の
陣
駅
前
か
ら
の
乗
降

は
こ
れ
ま
で
の
13

回
か
ら
22
回
に

増
え
ま
し
た
。

西
鉄
宮
の
陣

駅
前
の
停
留

所
は
同
駅
改

札
口
前
の
道

路
を
左
折

し
、
約
80
㍍

行
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

日
曜
・
祝
日
は

こ
れ
ま
で
通
り
新
古

　

医
療
法
人
「
天
神
会
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
新
古
賀
病
院―

古
賀
病
院
21

間
、
西
鉄
宮
の
陣
駅
前―

古
賀
病
院

21
間
の
区
間
ご
と
に
運
行
し
て
い
た

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
統
合
し
、
６

月
１
日
か
ら
新
古
賀
病
院―

西
鉄
宮

の
陣
駅
前―

古
賀
病
院
21
間
で
の
平

日
一
日
22
回
の
往
復
に
変
更
し
運
行
を

始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
か
ら
は
宮
の
陣

駅
の
急
行
到
着
時
間
等
に
合
わ
せ
て
、

す
べ
て
の
運
行
時
間
を
５
分
ず
つ
ず

ら
す
ダ
イ
ヤ
変
更
も
行
い
、
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

運
行
の
時
刻
表
は
左
記
の
通
り
で

す
。
平
日
の
新
古
賀
病
院
発
は
、
新

た
に
午
後
５
時
35
分
発
と
午
後
６
時
35

賀
病
院―

古
賀
病
院
21
間
往
復
の
ダ
イ
ヤ

で
運
行
し
ま
す
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス  

宮
の
陣
駅
経
由
で
拡
充
運
行  

新古賀病院⇄宮の陣駅前⇄古賀病院 21

発着時間を５分ずらすダイヤ変更も実施

新古賀病院
発

古賀病院 21
着

  9:00 → 9:15
10:00  10:15
11:00  11:15
13:00  13:15
14:00  14:15
15:00  15:15
16:00  16:15

  8:40 → 8:55
  9:30  9:45
10:30  10:45
11:30  11:45
13:30  13:45
14:30  14:45
15:30  15:45
16:30  16:45

新古賀病院
着

古賀病院 21
発

【 日 ・ 祝 】

宮の陣駅
発

新古賀病院
発

古賀病院 21
着

宮の陣駅
発

新古賀病院
着

古賀病院 21
発

  8:05 → 8:20 → 8:25
  8:35  8:50  8:55
  9:05  9:20  9:25
  9:35  9:50  9:55
10:05  10:20  10:25
10:35  10:50  10:55
11:05  11:20  11:25
11:35  11:50  11:55
12:05  12:20  12:25
12:35  12:50  12:55
13:05  13:20  13:25
13:35  13:50  13:55
14:05  14:20  14:25
14:35  14:50  14:55
15:05  15:20  15:25
15:35  15:50  15:55
16:05  16:20  16:25
16:35  16:50  16:55
17:05  17:20  17:25
17:35  17:50  17:55
18:05  18:20  18:25
18:35  18:50  18:55

7:30～ 8:10 随時
  8:35 → 8:40 → 8:55
  9:05  9:10  9:25
  9:35  9:40  9:55
10:05  10:10  10:25
10:35  10:40  10:55
11:05  11:10  11:25
11:35  11:40  11:55
12:05  12:10  12:25
12:35  12:40  12:55
13:05  13:10  13:25
13:35  13:40  13:55
14:05  14:10  14:25
14:35  14:40  14:55
15:05  15:10  15:25
15:35  15:40  15:55
16:05  16:10  16:35
16:35  16:40  16:55
17:05  17:10  17:25
17:35  17:40  17:55
18:05  18:10  18:25
18:35  18:40  18:55
19:05  19:10  19:25

【 平  日 】
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安
全
確
保
」
に
つ
い
て
は
「
患

者―

医
療
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
体
制
づ

く
り
が
適
切
に
進
め
ら
れ
て
い
る
」、「
必

要
な
人
材
が
確
保
さ
れ
、
就
業
状
況
が
適

切
で
あ
る
か
」
に
つ
い
て
は
「
機
能
に
応

じ
た
職
員
が
配
置
さ
れ
、
労
働
対
策
も
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
、「
診
療

の
質
の
改
善
」
や
「
地
域
連
携
」「
患
者

へ
の
案
内
表
示
」「
接
遇
」「
希
望
や
意
見
、

苦
情
に
基
づ
く
対
応
」「
や
す
ら
ぎ
へ
の

配
慮
」「
い
や
し
へ
の
取
り
組
み
」
な
ど

に
対
す
る
積
極
的
な
評
価
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
評
価
を
糧
に
、
さ
ら
に
医
療
の

進
歩
や
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
改
善
を
進
め
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
最
高
の
環
境
で
最
適
の
医
療
を
行

う
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
に
知
ら
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
し
た「
シ
ュ
ル
ホ
フ
・
カ
ル

テ
ッ
ト
」
と
、
地

元
・
久
留
米
市
の

混
声
合
唱
団

「
コ
ー
ル
・
Ｆ
Ｌ

Ｃ
」（
菊
竹
章
剛
代

表
）
と
の
共
演
コ

ン
サ
ー
ト
＝
写
真

＝
が
昨
年
11
月
、

新
古
賀
病
院
５
階

の
記
念
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
同
合

唱
団
団
員
の
齋
藤

如
由
・
齋
藤
醫
院

院
長
を
通
じ
て
菊

竹
代
表
か
ら
会
場

提
供
の
要
請
を
受

け
、「
シ
ュ
ル
ホ
フ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」の
長

崎
・
北
九
州
両
公
演
の
合
い
間
を
縫
っ

て
実
現
し
ま
し
た
。地
域
密
着
型
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
き
た
同
合
唱
団
の
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、世
界
的
な
演
奏
家

と
の「
夢
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
」で
、格

式
の
あ
る
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
で
は

な
く
、病
院
の
講
堂

で
開
か
れ
た
異
例

尽
く
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
。

　

当
日
は
約
２
０

０
席
の
す
べ
て
が

無
料
招
待
席
で
、入

院
患
者
さ
ん
も
招

待
さ
れ
、シ
ャ
ル
パ

ン
テ
ィ
エ
の「
真
夜

中
の
ミ
サ
」や
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
ア

ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・

コ
ル
プ
ス
」な
ど
の

見
事
な
演
奏
と
合

唱
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。来
場
者
の
皆
様
か
ら
は
「
会

場
の
音
響
効
果
も
よ
く
驚
き
ま
し
た
」と

い
う
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
堂
で「
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

診
療
科
名
の
標
榜
方
式
の
見
直
し
を
定

め
た
医
療
法
施
行
令
と
同
法
規
則
の
一
部

改
正
に
基
づ
き
、
新
古
賀
病
院
で
は
４
月

か
ら
、
標
榜
す
る
診
療
科
名
が
右
記
の
22

診
療
科
に
な
り
、
掲
示
看
板
も
新
装
し
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
「
消
化
器
科
」「
放
射
線

科
」
が
「
消
化
器
内
科
」「
消
化
器
外
科
」、

「
放
射
線
診
断
科
」「
放
射
線
治
療
科
」
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
特
徴
で
、「
病
理
診
断

科
」の
標
榜
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

標
榜
科
目
を
22
診
療
科
に   

新
古
賀
病
院

内 科
循 環 器 内 科
呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
糖尿病・内分泌内科
放射線診断科
放射線治療科
腎 臓 内 科
血 液 内 科
神 経 内 科
外 科
心臓血管外科
脳 神 経 外 科
消 化 器 外 科
呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科
整 形 外 科
婦 人 科
救 急 科
麻 酔 科
病 理 診 断 科
臨 床 検 査 科

標榜診療科
新
古
賀
病
院

3

　

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

は
、
厚
生
労
働
省
や
日
本
医

師
会
、
社
団
法
人
・
日
本
病

院
会
な
ど
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
、
全
国
の
医
療

機
関
の
機
能
を
学
術

的
観
点
か
ら
中
立
的

な
立
場
で
評
価
審
査

す
る
組
織
で
す
。
病

院
機
能
評
価
の
認
定

は
、
諸
問
題
の
改
善

に
努
め
て
着
実
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
病

院
を
認
定
す
る
の
が

目
的
で
、
５
年
ご
と

に
見
直
し
、
厳
正
な

評
価
審
査
を
経
て
更

新
さ
れ
ま
す
。
新
古

賀
病
院
で
は
、
こ
の

病
院
機
能
評
価
の
認

定
を
１
９
９
８
年
度

か
ら
受
け
て
お
り
、
２
０
０
４
年

５
月
16
日
に
受
け
た
前
回
の
「
病

院
機
能
評
価
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．
４
・
０
）」

の
認
定
が
更
新
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
「
病
院
機
能
評
価
（
Ｖ

ｅ
ｒ
．
５
・
０
）」
に
は
、「
病
院
組
織
の

運
営
と
地
域
に
お
け
る
役
割
」「
患
者
の

権
利
と
安
全
確
保
の
体
制
」「
療
養
環
境

と
患
者
サ
ー
ビ
ス
」「
医
療
提
供
の
組
織

と
運
営
」「
医
療
の
質
と
安
全
の
た
め
の

ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
」「
病
院
運
営
管
理
の
合

理
性
」
と
い
う
５
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、「
理
念
お
よ
び
基

本
方
針
が
病
院
の
内
外
へ
周
知
・
徹
底
さ

れ
て
い
る
か
」「
地
域
に
お
け
る
病
院
の

役
割
・
機
能
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
」

「
患
者
の
権
利
に
対
す
る
方
針
が
明
確
で

あ
る
か
」「
患
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の

組
織
体
制
が
確
立
し
て
い
る
か
」
な
ど
計

５
３
２
の
評
価
項
目
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
新
古
賀
病
院
で
は
す
べ
て
の
項
目
を

ク
リ
ア
す
る
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
「
救
急
部
門
の
役
割
と
方
針
が
明

確
で
あ
る
か
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、「
地

域
医
療
の
中
核
的
病
院
と
し
て
救
急
を
病

院
運
営
の
柱
と
位
置
付
け
、
断
ら
な
い
姿

勢
を
貫
い
て
い
る
」
と
い
う
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
医
療
の
質
と

　

新
古
賀
病
院
は
３
月
16
日
、
財
団
法
人
・
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
（
坪
井
栄
孝
理
事
長
）
か
ら
「
病
院
機
能
評
価
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．５
・
０
）」

更
新
の
認
定
を
受
け
、
認
定
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。認
定
書
は
新
古

賀
病
院
の
医
療
に
対
す
る
信
頼
の
証
明
と
な
る
も
の
で
、
病
院
１
階

の
外
来
受
付
の
壁
面
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

計
５
３
２
の
評
価
項
目
ク
リ
ア

新古賀病院に「病院機能評価Ｖｅｒ.５.０」認定証

「救急断らない姿勢貫く」の評価も

新古賀病院外観新古賀病院外観

　新古賀病院が、終末期の療養に自
宅や緩和ケア病棟を選択された患者
さんとその家族に対して、４月から
試験的に送り始めた「ビデオレター」
＝写真＝をご紹介します。
　「ビデオレター」は、急変時の対応・
痛みなどへの不安や家族に迷惑をか
けたくないという思いを持たれている
終末期療養の患者さんと、その生活を支えられてい
るご家族の方々に、入院時の医療スタッフが今も寄り

添い見守っていることなどをＣＤ（約１
～３分間）に入力して語りかけること
によって、訪問診療の先生方や訪問
看護･介護スタッフらとともに新古賀
病院がケアの一部に少しでも携わるこ
とができればと思い始めました。
　まだ３例ですが、今後、家族のグ
リーフ（悲嘆）ケアも含め、ビデオ

レターの評価をしながら、少しずつですが取り組んで
いきたいと思っています。

医師らが終末期療養患者に「ビデオレター」 

地
元
合
唱
団
と
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー

写真提供：読売新聞西部本社
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5

　
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
消
化
管
コ
ー
ス
」
は
、Ｐ
Ｅ

Ｔ―

Ｃ
Ｔ
検
査
と
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
や
各
種

血
液
検
査
、
エ
コ
ー
検
査
を
実
施
す
る
エ

ク
セ
レ
ン
ト
コ
ー
ス
に
、
大
腸
カ
メ
ラ
と

胃
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
で
組
み
込
ん
だ
所
用

時
間
約
８
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。
大
腸
カ

メ
ラ
は
前
日
昼
か
ら
検
査
食
を
と
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
通
常
は
事
前
に
来
院
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
健

診
さ
れ
る
方
々
の
利
便
性
を
考

え
、
事
前
に
説
明
書
を
添
え
た

検
査
食
（
別
途
料
金
１
５
０
０

円
）
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

大
腸
カ
メ
ラ
に
は
、「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
癒
し
の
空
間
」

に
留
意
し
、
下
剤
を
飲
ん
で
待

機
す
る
ト
イ
レ
付
き
の
完
全
個

室
を
ご
用
意
し
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
と
セ
ッ

ト
で
行
う
た
め
絶
食
は
一
度
で
済
み
ま
す

が
、
絶
食
時
間
は
長
く
な
り
ま
す
。
体
力

に
自
信
の
な
い
方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
大
腸
カ
メ
ラ
で
が
ん
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
れ
ば
、
内

視
鏡
を
用
い
て
切
除
し
ま
す
。
そ
の
場
合

は
入
院
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
翌
日
の
日
程
に
余
裕
を
持
た
せ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ス
」
は
、
当
セ
ン
タ
ー

で
実
施
可
能
な
全
て
の
最
先
端
検
査
を
二

日
間
で
行
う
最
上
級
の
コ
ー
ス
で
す
。

「
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
」
は
、
最
も
が
ん
を

精
密
に
調
べ
る
「
高
度
精
密
が
ん
コ
ー
ス
」

と
心
疾
患
・
脳
卒
中
も
含
め
た
三
大
疾
病

を
調
べ
る
「
三
大
疾
病
コ
ー
ス
」
を
組
み

合
わ
せ
た
コ
ー
ス
で
す
が
、「
プ
ラ
チ
ナ

コ
ー
ス
」
で
は
こ
れ
ら
の
検
査
に
加
え
、

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
消
化
管
コ
ー
ス
」
と
同
様
、
胃

カ
メ
ラ
に
加
え
て
大
腸
カ
メ
ラ
も
実
施

し
、
認
知
症
の
疑
い
を
調
べ
る
「
も
の
忘

れ
検
査
」
や
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
病
気
の

骨
粗
鬆
症
を
調
べ
る
「
骨
密
度
測
定
」
も

行
い
ま
す
。　

ＰＥＴ健診に２コース新設
最
上
級
の「
プ
ラ
チ
ナ
」と「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
消
化
管
」

PET-CT 画像PET-CT 画像

内視鏡画像内視鏡画像

大腸ポリープ大腸ポリープ

PET-CT 画像の大腸で
の異常が、内視鏡画像
で鮮明に大腸ポリープ
と確認できます

正常な腰椎

骨粗鬆症でスカスカ
になった腰椎

頭部 PET の解析で脳の機能低下を、頭部 MRI の解析
で萎縮の度合いを検査し、認知症の疑いを調べます。

機能が低下
している部分

頭部 PET 解析画像頭部 PET 解析画像頭部MRI
VSRAD 解析画像
頭部MRI

VSRAD 解析画像

萎縮している部分

もの忘れ検査

舌

鼻腔

鼻からの
胃カメラ

口からの
胃カメラ

胃カメラは口、鼻からのどちら
かをお選びいただけます。鼻か
らは嘔吐感は弱くなりますが、
検査時間が長くかかります。

　古賀病院 21のＰＥＴ画像診断センターでは、北部九州で最も早く2003年 5月から「が
ん」を早期に発見するＰＥＴ総合健診を始め、2007年 11月からは高精度で高画質の描出
力を持つ最新鋭の「40 列 PET－CT」を導入し、既に延べ２万２千人以上の健診を実施して
いますが、これまでの５コースに加え、新たに「消化管ＰＥＴ」「プラチナ」の両コースを設け
ました。日本人の「がん」罹患者は胃がんが１位、大腸がんが２位で、2015年にはその順位
が逆になると推測されています。新設のコースはどちらも、大腸カメラと胃カメラをセット
で組み込んだ大腸がんと胃がんの発見率をより高めるためのコースです。
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新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

標榜診療科
内 科
消化器内科（内視鏡）
腎臓内科（人工透析）
循 環 器 内 科
糖尿病・内分泌内科
外 科
乳 腺 外 科
婦 人 科

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
標
榜
診
療
科
名

も
４
月
か
ら
左
記
の
８
診
療
科
に
な
り
ま

し
た
。名
称
変
更
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
消

化
器
内
科
（
内
視
鏡
）
や
婦
人
科
が
標
榜
診

療
科
に
加
わ
り
ま
し
た
。

８
標
榜
診
療
科
に    

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク  

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

7

も
に
併
設
し
、
５
月

11
日
か
ら
外
来
診
療

を
始
め
ま
し
た
。
本

物
の
ビ
ー
ズ
を
さ
り

げ
な
く
木
の
葉
模
様

に
張
り
付
け
た
白
い

壁
面
、
こ
げ
茶
色
の

レ
ザ
ー
調
ソ
フ
ァ
や

扉
、
淡
い
光
を
演
出

す
る
ベ
ー
ジ
ュ
系
の

レ
ー
ス
付
き
二
重

カ
ー
テ
ン
な
ど
。
総

床
面
積
約
６
０
０
㎡

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

フ
ロ
ア
全
体
が
、
福

岡
市
の
空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
め
の
恵
子
さ

ん
に
よ
る
癒
し
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

女
性
専
用
の
内
視
鏡
室
や
完
全
個
室
の
前

処
置
室
も
設
け
て
、
こ
の
エ
リ
ア
の
１
・

２
階
全
体
を
男
性
立
ち
入
り
禁
止
（
関
係

者
を
除
く
）
の
女
性
専
用
区
域
に
い
た
し

ま
し
た
。

　

１
階
の
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
は
、

男
女
別
の
専
用
フ

ロ
ア
に
整
備
し
て

以
来
、
ゆ
っ
く
り

の
び
の
び
と
受
診

し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
、
受

診
者
は
２
０
０
７

年
度
が
男
性
４
３

６
１
人
、
女
性
４

５
９
６
人
だ
っ
た

の
に
対
し
、
２
０

０
８
年
度
は
男
性

５
５
３
８
人
、
女

性
７
０
１
１
人
と
、
特
に
女
性
の
受

診
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
新
た
な

男
性
受
付
と
待
合
フ
ロ
ア
、
更
衣
室

な
ど
の
整
備
は
、
男
性
受
診
者
の
利

便
性
と
快
適
な
環
境
整
備
を
考
え
て

の
改
修
で
す
。

　

婦
人
科
は
こ
の
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
女
性
専
用
フ
ロ
ア
２
階
に
、
こ
れ

ま
で
に
あ
っ
た
女
性
医
師
に
よ
る
「
女
性

専
門
外
科
外
来
」（
乳
腺
・
肛
門
）
と
と

　
「
が
ん
」
の
治
療
法
は
手
術
・
放
射
線

治
療
・
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
が
３
本

柱
で
す
が
、
３
階
の
化
学
療
法
室
は
手
術

や
放
射
線
治
療
だ
け
で
な
く
化
学
療
法
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
グ
ル
ー
プ

の
拠
点
施
設
と
し
て
新
し
く
拡
充
整
備
し

ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
液

晶
テ
レ
ビ
付
き
の
６
つ
の
個
室
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
室
が
森
林
浴
の
よ
う
な
淡

い
自
然
光
が
二
重
カ
ー
テ
ン
の
木
立
ち
模

様
の
間
か
ら
透
け
て
差
す
よ
う
に
つ
く
ら

れ
て
お
り
、
治
療
中
の
患
者
さ
ん
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
。
治
療
後
に
ご
家
族
と
ご
一

緒
に
や
す
ら
い
で
い
た
だ
く
た
め
の
ソ

フ
ァ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
な
ど
を
配
置

し
た
広
い
フ
ロ
ア
も
設
け
ま
し
た
。

　

８
階
の
「
Ｓ
ｋ
ｙ　

Ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
８

（
エ
イ
ト
）」
は
、
こ
げ
茶
色
の
落
ち
着
い

た
色
調
に
統
一
し
た
２
つ
の
フ
ロ
ア
か
ら

な
り
、
一
度
に
36
人
が
眼
下
に

広
が
る
市
街
地
を
眺
め
な
が
ら

お
食
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
、
コ
コ
ア
、
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー

ン
ス
ー
プ
な
ど
を
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
制
で

サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
１
階
の
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
を
男
女
別
の

専
用
フ
ロ
ア
と
し
て
整
備

し
、
５
・
６
階
に
は
完
全

個
室
の
消
化
器
（
内
視
鏡
）

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
が
、
今
回
、
新
た
に
１

階
西
側
の
薬
局
前
に
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
の
男
性
受

付
と
待
合
フ
ロ
ア
、
更
衣

室
な
ど
を
整
備
し
、
こ
れ

ま
で
の
正
面
玄
関
横
の
男

性
受
付
は
消
化
器
セ
ン

タ
ー
・
創
傷
治
療
セ
ン

タ
ー
・
化
学
療
法
室
の
受

付
・
会
計
専
用
窓
口
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
階
女
性
専
用
フ
ロ
ア
の
２

階
に
は
、
新
古
賀
病
院
の
婦
人
科
を
移
設

し
、「
女
性
専
門
外
科
外
来
」（
乳
腺
・
肛
門
）

と
一
体
と
な
っ
た
女
性
専
用
エ
リ
ア
と
し

て
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
階
の
化
学

療
法
室
は
患
者
さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
抗
が
ん
剤
な
ど
の
治
療
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
癒
し
の
空
間
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
上
階
の
８
階
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の

検
査
を
終
え
た
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
展
望

を
楽
し
み
な
が
ら
お
食
事
を
し
て
い
た
だ

く
「
Ｓ
ｋ
ｙ　

Ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
８
（
エ
イ

ト
）」
も
設
け
ま
し
た
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
西
鉄
久
留
米
駅
か
ら
徒
歩
２
分
の

利
便
性
を
地
域
住
民
の
方
々
に
有
効
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、快
適
な
診
療
・
健
診
環
境
を
目
指
し
た
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

新古賀クリニックを大幅にリニューアル
男
性
健
診
受
付
を
新
装
移
転

婦人科含む女性専用エリア整備

癒
し
空
間
の
化
学
療
法
室

展
望
ラ
ウ
ン
ジ
で
お
食
事
を

男性の健診受付（奥）と待合室（手前）男性の健診受付（奥）と待合室（手前）

婦人科の待合フロア婦人科の待合フロア

化学療法室のくつろぎのフロアと個室化学療法室のくつろぎのフロアと個室

「Sky Lounge ８」からの眺望「Sky Lounge ８」からの眺望

「Sky Lounge ８」でお食事中の受診者の皆さん「Sky Lounge ８」でお食事中の受診者の皆さん

ト
イ
レ

薬　 局薬　 局

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

総  合
受  付
総  合
受  付

玄　関玄　関駐車場駐車場

駐輪場駐輪場
総合待合室総合待合室

健診待合室健診待合室

男性更衣室男性更衣室

男性健診
受付

男性健診
受付

事務室事務室

検査室検査室

診察室診察室 採血
コーナー
採血
コーナー

身体測定
コーナー
身体測定
コーナー

男性
トイレ
男性
トイレ

診察室診察室

男性
待合室
男性
待合室

女
性
健
診
フ
ロ
ア
へ

女
性
健
診
フ
ロ
ア
へ

西鉄久留米駅へ西鉄久留米駅へ

１階北側

N

消化器センター
創傷治療センター
化学療法室
の受付･会計窓口

女
性
外
科
外
来

女
性
外
科
外
来

婦 人 科婦 人 科

女
性
外
科
外
来

問
診
室

女
性
外
科
外
来

問
診
室

女性外科外来
診察室

女性外科外来
診察室

マ
ン
モ
撮
影
室

マ
ン
モ
撮
影
室

待合室待合室

撮
影
室

撮
影
室

検
査
室

検
査
室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

女性外来
総合受付
女性外来
総合受付 待合室待合室

女性
トイレ
女性
トイレ 遺

伝
子
相
談
室

遺
伝
子
相
談
室

婦
人
科
診
察
室

婦
人
科
診
察
室

１
階
女
性
健
診

受
付
フ
ロ
ア
へ

１
階
女
性
健
診

受
付
フ
ロ
ア
へ

２階北側へ２階北側へ ２階南側

前
処
置
室

前
処
置
室

内
視
鏡
室

内
視
鏡
室

N
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ご
自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、

入
浴
や
作
業
療
法
の
お
時
間
に
お
当
て
く

だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
午
前
中
の
ご
入
浴
も
で

き
ま
す
。

13:30／ 入　浴

13:

30
／ 

作
業
療
法

15:00／ おやつ15:45／ お送り

浴
室
を
男
女
別
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
時

間
を
気
に
せ
ず
い
つ

で
も
ゆ
っ
た
り
と
ご

入
浴
い
た
だ
け
ま
す
。

3特長

通所リハビリセンター
お問い合わせ・お申し込み

FAX ：0942-35-2492FAX ：0942-35-2492
TEL ：0942-35-2491TEL ：0942-35-2491（直通）

〒830-8522　久留米市天神町 106-1
新古賀クリニック２階

月～土 8:30～ 17:00  【日・年末年始休】

　新古賀クリニックでは、「スタッフにも

優しい医療機関に」と３階に女性スタッ

フのための休憩室とパウダールームを

新装しました。休憩室は大きな赤い花

模様のテーブルクロスに緑色の椅子を

揃えた欧州風の装い。パウダールーム

は赤いバラ模様の壁紙をあしらい、お

化粧用の鏡だけでなく、正面壁面も総

鏡張りにしたおしゃれな空間です。

女性スタッフにも優しく…
休憩室とパウダールーム新設

作
曲
の
「
雪
の
海
峡
」（
峰
幸
二
さ
ん
作
詞
）
を
歌
っ

た
Ｃ
Ｄ
を
自
費
製
作
し
ま
し
た
が
、
そ
の
歌
唱
力
が

秋
元
順
子
さ
ん
と
同
様
に
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
関
係
者

の
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
曲
は
、
穂

坂
さ
ん
が
生
ま
れ
故
郷
・
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
へ
の

思
い
を
つ
づ
っ
た
詞
に
、
増
田

さ
ん
が
曲
を
付
け
た
「
人
生
さ

く
ら
花
」
で
す
。

　

透
析
治
療
の
合
い
間
を
縫
う

よ
う
に
、
曲
の
Ｐ
Ｒ
や
公
演
に

駆
け
回
っ
て
い
る
穂
坂
さ
ん
は
、

「
こ
の
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
医
療
と
皆
さ
ん
の
お
陰
。
そ
の
う
え
、
歌

手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
な
ん
て…

。
夢
は
か
な

う
も
の
で
す
。
次
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
歌
う
夢
を
実

現
し
て
、
私
の
よ
う
な
病
気
で
苦
し
む
人
た
ち
を
元

気
づ
け
た
い
」
と
話
さ
れ
て
ま
す
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
慢
性
腎
不
全
の
透
析
治
療

を
続
け
ら
れ
て
い
る
小
郡
市
小
郡
の
主
婦
、
穂
坂
保

代
さ
ん
（
58
）
が
２
０
０
８
年
11
月
、キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
か
ら
演
歌
歌
手
「
あ
い
さ
く
ら
」
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
同
年
末
の
紅
白
歌
合
戦
に
出
場
し
た
演

歌
歌
手
、
秋
元
順
子
さ
ん

（
61
）
と
全
く
同
じ
、
自
費
製

作
の
Ｃ
Ｄ
が
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
か
ら
認
め
ら
れ
て
の
遅
咲

き
の
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。

　

穂
坂
さ
ん
は
25
歳
の
時
か

ら
33
年
間
も
週
３
回
の
透
析

治
療
を
続
け
て
お
り
、
本
格
的
な
歌
の
レ
ッ
ス
ン
を

始
め
た
の
は
二
人
の
子
供
が
結
婚
し
て
独
立
し
た
50

歳
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
３
年
前
に
小
郡
市
で
開

か
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
場
し
た
際
、審
査
員
だ
っ

た
作
曲
家
の
増
田
空
人
さ
ん
と
出
会
い
、
増
田
さ
ん

プ
ロ
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

透
析
治
療
の
穂
坂
さ
ん

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
新
設

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
今

年
２
月
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
２
階
に
新
設
し
ま
し

た
。
要
介
護
・
要
支
援
状
態
と
な
っ
た
方
々
に
対
し
、

心
身
の
状
態
の
回
復
お
よ
び
維
持
を
図
り
、
ご
自
宅

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
た
め
の
適
切
な
治
療
計
画
に

基
づ
い
て
、
お
一
人
お
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
施
設
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
の
一
日
と
施
設
の
特
長
を
ご
案
内
し
ま
す
。

介護保険で要介護
認定を受けている方

ご希望により、送り迎えと昼
食の準備をさせていただきま
す。

介護保険が適用されますが、介護度およ
び利用内容によって料金が異なります。詳
しくは介護支援専門員にご相談ください。

9：15 ～ 15：45 
月～土曜日
( 祝日含む）

ご
利
用
方
法

■ご利用対象者 ■ご利用時間 ■送迎・お食事 ■ご利用料金

談
話
室 

∧

和
室
・
床
暖
房
∨

談
話
室 

∧

和
室
・
床
暖
房
∨

12:30／ 休　憩

談話室談話室

昼
食
後
は
、談
話
室
で
ゆ
っ

く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

談
話
室
は
畳
や
漆
喰
、竹
な

ど
を
使
用
し
た
、落
ち
着
い

た
和
風
の
空
間
で
す
。

12:00／ 昼　食
昼
食
を
お
出
し
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
室
と
分
か
れ
た
食
堂

を
２
部
屋
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

1
特長 リハビリ室と食堂を別の部屋に分け、広いスペースで

ゆったりとリハビリ、お食事をしていただいています。

床暖房を備えた和室をはじめ、癒しを

デザインしたお部屋をご用意しています。2
特長

広々としたリハビリ室で運動療法を行います。
ご自分のスケジュールに応じて、作業療法や入浴の
お時間に当てていただくこともできます。

9:20／ 運動療法

9:15／ 健康チェック

9:00／ お迎え

広い癒しのスペースで快適な１日
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　新古賀クリニックで取り組んでいるリニューア
ル事業の１､２階部分がほぼ完成するのを待っ

て、その概要などを特集として収録するために発行が約１か月遅
くなり、ようやく出来上がりました。
　お問い合わせやご指摘、ご要望などがございましたら広報部
（０９４２・３５・２８４３）までご連絡下さい。

編集後記

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
な
ど
で
判

断
能
力
に
支
障
が
あ
る
成
年
者
を
保

護
す
る
制
度
で
す
。
対
象
成
年
者
の

判
断
能
力
が
「
欠
け
て
い
る
の
が
通

常
の
場
合
」
は
「
後
見
」、「
著
し
く

不
十
分
な
場
合
」
は
「
保
佐
」、「
不

十
分
な
場
合
」
は
「
補
助
」
の
制
度

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
人
も
し
く
は
配
偶
者
、
四
等
親

内
の
親
族
等
の
申
し
立
て
に
よ
っ
て
、

家
庭
裁
判
所
が
選
任
す
る
「
成
年
後

見
人
」、
も
し
く
は
「
同
保
佐
人
」「
同

補
助
人
」
が
、
対
象
成
年
者
の
利
益

を
考
え
な
が
ら
本
人
の
代
わ
り
に
契

約
な
ど
の
法
律
行
為
を
し
た
り
、
本

人
が
自
分
で
法
律
行
為
を
す
る
時
に

同
意
を
与
え
た
り
、
本
人
の
同
意
を

得
な
い
で
行
っ
た
不
利
益
な
法
律
行

為
を
後
か
ら
取
り
消
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保
護
・
支
援

し
ま
す
。

　

申
し
立
て
を
す
る
人
が
い
な
い
場

合
は
市
町
村
長
に
申
立
権
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
人
等
に
は

親
族
以
外
に
も
、
法
律
・
福
祉
の
専

門
家
で
あ
る
第
三
者
や
福
祉
関
係
の

公
益
法
人
等
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
成
年
後
見
人
等
は
家
庭
裁

判
所
か
ら
事
務
報
告
等
の
義
務
を
課

せ
ら
れ
る
な
ど
の
監
督
を
受
け
ま
す
。

　平安時代中期の「家持集」に「秋はぎの下葉たわわに置く露
の　けなばけぬとも色に出でめや」という大伴家持の歌が
載っていますが、奈良時代の万葉集では同じ歌の「たわわ」の
部分が「十尾（とをを）」になっています。このことは、稲穂や
枝などが「しなうさま」を表す「たわわ（ｔａｗａｗａ）」は奈
良時代までは「とをを（ｔｏｗｏｗｏ）」で、「ｏ」が「ａ」に母音

交替して生まれたことを証明し
ています。山口仲美・埼玉大学教
授の研究によると、「くるる」など
の「ＡＢＢ」型オノマトペ（擬音
語・擬声語・擬態語）は、「くるく
る」などの典型的な「ＡＢＡＢ」型
が出来る前の最も古い型です。
「とをを」もこの最古型で、「十」を
意味する「とを（ｔｏｗｏ）」とは
母音も同じ音（乙類）の「ｏ」で対

応していることから、「とをを」は「十」の数を示す十本の指が
折れ曲がった手の形から生まれた擬態語と考えられます。と
いうことは、我々の祖先は数を数える時、今のように片手で
はなく両手を使い、十本の指を折り曲げていたのではないで
しょうか。「とをを」が「しなうさま」の形であるなら、その際
の手の向きも、顔に手の平側を向けるのではなく、手の甲側
を向けていたと推測できます。（水）

……  からだ言葉のカルテ③  …… 

　

新
古
賀
病
院
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｎ

Ｓ
Ｔ
）
は
、
２
０
０
４
年
10
月
に
稼
動
し
４
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
11
月
に
日

本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会
（JSPEN

）Ｎ
Ｓ
Ｔ

稼
動
施
設
、
２
０
０
６
年
９
月
に
日
本
栄
養

療
法
推
進
協
議
会
（JCN

T

）
認
定
Ｎ
Ｓ
Ｔ

稼
動
施
設
、
２
０
０
７
年
10
月
に
日
本
病
態

栄
養
学
会
栄
養
管
理
・
Ｎ
Ｓ
Ｔ
実
施
施
設
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
現
在
、Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
医

師
を
は
じ
め
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬

剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
言
語
聴
覚
士
、
理

学
療
法
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
42
名
で
、
適
切
な
栄
養
管
理
を
目
的
と
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
状
態
の
維
持
お
よ
び
改
善
は
、
医
療

の
基
盤
で
す
。
栄
養
療
法
の
選
択
に
は
、
大

き
く
分
け
て
静
脈
栄
養
と
経
腸
栄
養
（
経
口

･

経
管
）
が
あ
り
ま
す
が
、
腸
管
を
使
用
す

る
経
腸
栄
養
は
、
静
脈
栄
養
に
比
べ
生
理
的

な
栄
養
投
与
法
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

人
体
最
大
の
免
疫
臓
器
で
あ
る
と
も
い
わ
れ

る
腸
管
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
感
染
性
合
併

症
発
生
率
の
低
減
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
腸
管
に
問
題
な
い
患
者
さ
ん

の
栄
養
療
法
の
選
択
に
は
、
可
能
な
限
り
経

腸
栄
養
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
腸
管
を
使

用
し
な
い
期
間
が
長
い
ほ
ど
腸
絨
毛
が
委
縮

し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、
急
性
期
治
療

が
一
段
落
し
た
時
に
、
既
に
絶
食
が
長
期
化

し
て
し
ま
っ
た
状
態
で
経
腸
栄
養
が
開
始
さ

れ
た
場
合
、
治
療
の
経
過
に
は
問
題
が
な
く
て

も
、
十
分
に
栄
養
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

下
痢
を
は
じ
め
と
し
た
腸
管
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

の
状
態
が
続
く
と
、
低
栄

養
や
脱
水
の
原
因
と
な
る

ば
か
り
か
、
下
痢
に
よ
る
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
や
感

染
症
の
リ
ス
ク
を
も
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

病
状
が
短
期
間
に
大
き
く
変
動
す
る
過
程
の

中
で
、
入
院
直
後
か
ら
退
院
ま
で
の
繰
り
返
し

行
う
栄
養
状
態
の
評
価
と
、
細
や
か
で
確
実
な

栄
養
療
法
の
実
現
に
向
け
て
、Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
は
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
腸
管
機
能
維

持
に
関
し
て
は
、「
腸
管
機
能
」
お
よ
び
「
意
識

レ
ベ
ル
か
ら
み
た
嚥
下
・
栄
養
管
理
」
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、
入
院
後
48
時
間
以
内
に

評
価
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
の
効
果
と
し
て
、
中
心
静
脈
栄
養
は

減
少
し
、
腸
を
使
用
し
た
栄
養
管
理
が
徐
々
に

増
加
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
増
加
し
た
経
腸
栄

養
を
よ
り
安
全
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
経
口
お

よ
び
経
管
（
経
鼻
胃
管
・
胃
瘻
な
ど
）
栄
養
施

行
時
に
起
こ
り
う
る
合
併
症
の
対
策
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
新
古
賀
病
院
で
治
療

を
受
け
ら
れ
る
全
て
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
適

切
な
栄
養
管
理
の
実
現
を
目
指
し
、
医
療
の
基

盤
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新古賀病院
栄養科科長
上岡　薫

適切な早期経腸栄養の実現を目指して

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
活
動

「
法
定
後
見
制
度
と
は
？
」

医
療
・
介
護
Ｑ
&
Ａ

11

古
賀
病
院
21

天
神
会
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

　

天
神
会
で
は
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

方
々
の
苦
情
等
に
対
応
す
る
た
め
の
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。江

嶋
学
・
前
福
岡
県
警
交
通
指
導
課
暴
走
族

対
策
室
長（
警
視
）が
室
長
を
務
め
ま
す
。

古
賀
病
院
21  

小
児
整
形
外
科
外
来
を
開
設

　

古
賀
病
院
21
に
小
児
整
形
外
科
外
来
を

開
設
し
ま
し
た
。
藤
井
敏
男
・
前
福
岡
市

立
こ
ど
も
病
院
副
院
長
（
佐
賀
整
肢
学
園

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
顧
問
）

を
非
常
勤
医
師
と
し
て
迎
え
、
手
足
や
頸

部
、
背
骨
な
ど
の
体
幹
に
痛
み
や
変
形
、

機
能
障
害
を
持
つ
０
〜
16
歳
の
小
児
を
診

療
し
て
い
ま
す
（
毎
月
第
４
金
曜
日
・
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
・
予
約
制
）。
な
お
、

小
児
科
の
診
療
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

急性期

カテーテル治療

新古賀病院など
の急性期病院

診断 ・カテーテル治療や

心臓手術の時期

古賀病院 21

生き生きした生活復帰へ向けての

運動 ・食事 ・ 薬物療法の時期

回復期

生活期
再発予防と充実した在宅生活の時期

かかりつけ医の先生

メディカルフィットネスＫＯＧＡ

連      携連      携

連      携連      携

性
度
テ
ス
ト
評
価
な
ど
を
実
施
し
て
、
改

善
を
図
り
ま
す
。

　

退
院
時
に
は
、
入
院
時
と
同
様
の
検
査

を
再
度
行
い
、
出
来
る
限
り
の
個
別
性
の

高
い
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
紹
介
元
病

院
や
か
か
り
つ
け
医
に
入
院
中
の
詳
細
な

経
過
を
情
報
提
供
し
て
、
在
宅
期
の
生
活

習
慣
改
善
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
在
宅
期
に
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
７
階
に
あ
る
「
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
」
な

ど
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

実
施
し
て
患
者
さ
ん
に
最
適
の
負
荷
量
を

設
定
し
、
主
に
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー

を
用
い
た
運
動
療
法
を
行
い
ま
す
。
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
入
院
早
期
に
問
診
や
心

理
テ
ス
ト
を
行
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
運
動
・

食
習
慣
、
職
業
、
家
族
構
成
、
果
た
し
て

い
る
役
割
な
ど
の
生
活
背
景
や
精
神
心
理

状
態
な
ど
を
詳
細
に
把
握
し
、
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し

な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
問
題
点
を
共
有
し

た
個
別
面
接
・
集
団
講
義
、
栄
養
指
導
、

心
理
評
価
、
ス
ト
レ
ス
度
・
ス
ト
レ
ス
耐

　

回
復
期
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
性
な
ど
で
急
性
期

病
院
で
の
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
受

け
ら
れ
た
後
の
回
復
期
の
患
者
さ
ん
に
、

２
〜
３
週
間
入
院
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
状
態
に
最
も
適
し
た

運
動
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
病
後
の
生
活

再
構
築
に
向
け
て
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身
と
も
に

安
心
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
師
の
も
と
で

の
充
実
し
た
在
宅
生
活
に
復
帰
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

運
動
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
患
者

さ
ん
の
病
歴
や
心
電
図
監
視
下
の
６
分
間

歩
行
試
験
等
を
併
せ
て
危
険
度
の
層
別
化

を
行
っ
た
あ
と
、
心
肺
運
動
負
荷
試
験
を

　古賀病院２１では、グループ内の新古賀病院
をはじめ、地域の急性期病院やかかりつけ医と
の連携による心疾患患者の「回復期入院型心臓
リハビリテーション」に取り組み、着実な成果を
上げています。

心疾患の回復期入院型リハビリ

グループ・地域連携で推進
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外
来
診
察
予
定
表  

∧
新
古
賀
病
院
∨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
９
年
６
月
24
日
現
在

患者には「真実を知る権利」と、理解し納得す
るために「十分な説明を受ける権利」がありま
す。また同時に「知ることを放棄する権利」も
あります。

医師および医療従事者には「裁量権」があり
ます。これは臨床医学が持つ本質的不確か
さにより起こる事柄に対し、学識経験に基
づいて判断し、診療行為を行うことです。

医師および医療従事者は、患者および家族
の要求が「自らの良心や価値観」に反する場
合は、これに応じない権利を有します。

患者には「患者の権利」があり、その権利に
は「義務と責任」が伴います。質の高い医療
を実現するため、患者および家族の方々の
積極的な治療への参加とご協力をお願いし
ます。

医師を含む医療従事者には「説明する義務」が
あります。

患者には自分の意思で「治療を選択する権利」
と「治療を拒否する権利」とがあります。

医師および医療従事者には、業務上知りえた
患者および家族についての私的、公的な｢情報
を他に漏らしてはならない守秘義務」があり
ます。 医療法人 天神会

患者の権利と責務について
11 55

66

77

22

33

44

総合診療 循環器・総合診療 総合診療 総合診療 内科総合外来

川﨑  友裕（～ 16:00） 三戸  隆裕ペースメーカー外来
ペースメーカー外来

赤澤  昭一 赤澤   昭一 當時久保  正之井上  久子

小野  哲男

相良   陽子

石堂  克哉（γ-ナイフ） 石堂  克哉 石堂  克哉伊藤   理

伊藤   理

新谷  嘉章

担当医師 眞田   宏樹 中西   香織 内科担当医師後藤  義崇

吉戒   勝
佐藤   久（術後外来） 池田  和幸

外科担当医師

林   明宏 林   明宏冨満  信二

山下  裕一（１･３週）

呼吸器･禁煙外来 呼吸器外科 禁煙外来

消化器外科

脳神経外科（γ-ナイフ）脳神経外科
脳神経外科

γ－ナイフ

脳神経（脳血管内外科）

循環器内科 循環器内科 循環器内科 整形外科

心臓血管外科
心臓血管外科

外科総合外来

糖尿病･内分泌内科 糖尿病･内分泌内科 糖尿病・内分泌科膠原病･リウマチ他
14:00 ～
15:00

午
後
／
13
：
30
〜 

17
：
00【
受
付 

16
：
30
ま
で
】

循環器･総合診療 循環器･総合診療総合診療 総合診療 総合診療 総合診療･
新谷  嘉章 澤本   良子 三戸  隆裕 玉井  秀一 担当医師／古賀浩子池田 浩太郎（9:00 ～）

新上  浩司（9:00 ～） 宇治   祥隆（9:00 ～） 丹後  泰久（9:00 ～）高尾  貴史（9:00 ～）

日高   大 日高   大肥山   淳一郎 肥山   淳一郎 澤本良子／眞田宏樹 肥山   淳一郎

川﨑  友裕 福山  尚哉 福山  尚哉
担当医師

田中  秀憲
田中  秀憲

大坪  義彦

赤澤  昭一 赤澤  昭一

相良  陽子

當時久保  正之
當時久保  正之

（古賀  伸彦）

小林  愛小柳徳明／小林愛

小野  哲男 小野  哲男 小野  哲男（1･3･5 週）今村  理恵

一ツ松  勤（9:00 ～）

一ツ松  勤（～ 15:00）

一ツ松  勤（9:00 ～） 緒方勝也／土井 光澁谷  統壽

澁谷  統壽（14:30 ～）

當時久保正之

大坪  義彦
古賀  久士

川﨑  友裕
池田  真介（9:00 ～）

古賀  久士池田  真介（9:00 ～）

折田  義也
折田  義也後藤  義崇 （古賀  伸彦）

林   明宏（9:00 ～）

吉戒   勝（9:00 ～）

田中  喜久 田中  喜久 中川  美総冨満  信二（9:00 ～）

消化器外科 消化器外科 消化器外科 消化器外科

呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科

呼吸器外科 呼吸器外科 膠原病･リウマチ他

心臓血管外科

乳腺外科 乳腺外科

腎臓内科 腎臓内科

整形外科 整形外科 整形外科血液内科

脳神経外科 脳神経外科脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科

糖尿病･内分泌内科 糖尿病･内分泌内科
赤澤  昭一
糖尿病･内分泌内科

赤澤  昭一
糖尿病･内分泌内科 糖尿病･内分泌内科

月 火 水 木 金 土

（１･３週）   （２･４･５週）

（１･３週）        （２･４週）

（1･3･4･5 週）   　 （２週）

２･４週
9:00 ～

生活習慣外来
（2･4･５週）

午    　

前　

 

／ 　

８
：
30　

〜　

12
：
30  【 

受
付 

11
時
ま
で 

】

新古賀病院  外来診察予定表    （ 予約：0942-38-2271 ）

（10:00 ～）

外
来
診
察
予
定
表 

∧
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
古
賀
病
院
21
∨　
　
　

      

２
０
０
９
年
６
月
24
日
現
在

14

●予約なしでご来院された場合、長時間お待たせすることがございますので、前日までのご予約をお勧めいたします。
●初めて来院される方は、かかりつけ医の紹介状をご持参ください。紹介状がない場合は別途、特定療養費 2,100 円が必要となります。

外来予定は変わる場合があります
ので、ご来院の際はお電話、また
はホームページでご確認ください。

総合診療 総合診療 総合診療 総合診療

脳神経内科

総合診療 総合診療

消化器内科

呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科

小児整形（毎月第 4週）

循環器・総合診療 循環器内科 循環器内科

腎臓内科

ストーマ外来 消化器外科呼吸器外科

担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

津川   潤

担当医師 担当医師

長崎   嘉和（～ 15:00）挽地   裕 田中   敦史

合原   正二郎
小林   愛

渡辺   一夫

磯本   浩晴 田中   政治
ストーマ外来

林   明宏 藤井   敏男（～ 15:30）

鶴   将司 藤井   亜希子 宮川   洋介 三角   幸広

午
後
／
13
：
30
〜 

17
：
00【 

受
付 

17
時
ま
で 

】

●整形外科の初診及び予約外の場合、受付は 10:30までです。
●消化器外科･磯本浩晴の診察は、医療機関からの紹介患者のみ
　です。

14:00 ～
16:00

１･３週
予約のみ

古賀病院 21  外来診察予定表   （ 予約： 0942-38-2724 ）
月 火 水 木 金 土

総合診療

脳神経内科 脳神経内科

腎臓内科 腎臓内科 腎臓内科

消化器外科 消化器外科 消化器外科 スリープ外来

整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科

甲状腺・内分泌科 糖尿病･内分泌内科 糖尿病･内分泌内科 糖尿病･内分泌内科 糖尿病･内分泌内科

血液内科

呼吸器･スリープ外来

循環器・総合診療 消化器内科 胃腸科

循環器・総合診療 総合診療

血液内科･総合診療

総合診療 総合診療

循環器・総合診療

総合診療

循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科

呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科

西山   立義

挽地   裕（9:30 ～）

堀   智彦 津川   潤

福成   健一 福成   健一（１･３週）

倉富   暁子（1･3･5 週）

松本   有里子

宮川   洋介 宮川   洋介 宮川  洋介 宮川   洋介 宮川   洋介 宮川   洋介
中坪  成太（第４休診）

池添   清彦 （磯本   浩晴） 本間   憲一 担当医師

合志   光平 合志   光平 河村   好香二之宮   謙一 二之宮   謙一 二之宮   謙一
山本   俊策 山本   俊策合志   光平 山本   俊策

玉井   一 林   秀樹 林   秀樹 林   秀樹 林   秀樹

有馬   文統

古賀   暉人
三角   幸広
西山   立義 長崎   嘉和 有馬   文統 坂本   勝美 平松   義博（２･４週）

田中   敦史 倉富   暁子 平松    義博 渡辺   一夫（10:00 ～）

平松   義博 西山   立義 西山   立義 西山   立義（1･3･5 週）

午
前 

／ 

８
：
30　

〜　

12
：
30  【 

受
付 

11
時
ま
で 

】

上村哲司／佐竹義泰

馬場   美樹（～ 14:30）
創傷外来

女性専門外科

午　
　

後
●午後の診察は事前予約制となっています。
    なお緊急の場合はお問い合わせ下さい。

糖尿病･内分泌内科

吉戒   理香 吉戒   理香馬場   美樹 馬場   美樹

中嶋   哲也
佐保   博美 佐保   博美長崎   嘉和 長崎   嘉和前山   夕紀子 石田   康一郎

中嶋   哲也中村   弘毅 中村   弘毅原   一生 原   一生
消化器内科 消化器内科 消化器内科

斎藤   仲道（9:30 ～）

小林   寛人（14:00 ～） 小林   寛人（14:00 ～）
小林   寛人（14:00 ～）

古賀   まり（１･３週）

長崎   嘉和

斎藤   仲道（14:00 ～）斎藤   仲道（14:00 ～） 斎藤   仲道（14:00 ～） 斎藤   仲道（14:00 ～）

婦人科
斎藤   仲道（9:30 ～）
婦人科

斎藤   仲道（9:30 ～）
婦人科

小林   寛人（10:30 ～）
小林   寛人（10:30 ～） 小林   寛人（10:30 ～） 小林   寛人（10:30 ～）

小林   寛人
婦人科

婦人科

消化器内科

婦人科婦人科婦人科婦人科

婦人科

消化器内科 消化器内科 消化器内科

女性専門乳腺 女性専門外科 女性専門外科女性専門乳腺
月 火 水 木 金 土

午 

前 【
受
付 

11
時
ま
で
】

新古賀クリニック  外来診察予定表　（ 予約：0942-35-2485 ）

創傷外来
上村哲司／佐竹義泰 ２･４週

10:30 ～


